
長野市では、昭和40年代から50年代に

かけて、急激な人口の増加、市民生活の
向上などに対応するため、小中学校や市
営住宅、公民館など多くの公共施設を整
備してきました。○○○○○○○○○○
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長野市公共施設白書長野市公共施設白書長野市公共施設白書長野市公共施設白書のののの概要概要概要概要

対象対象対象対象はははは、、、、815815815815施設施設施設施設 2,0822,0822,0822,082棟棟棟棟

公共施設白書は、市が
保有する公共施設の建
物の状況、利用状況、維
持管理コストの状況や将
来の改修・更新費用など
を1冊にまとめたものです。

今今今今、、、、公共施設公共施設公共施設公共施設のののの何何何何がががが問題問題問題問題
なのでしょうかなのでしょうかなのでしょうかなのでしょうか？？？？

白書の対象施設は、小中学校、公民館、
保育所、体育館、市営住宅など815施設、

2,082棟です。

市民市民市民市民1111人当人当人当人当たりたりたりたり 4.04.04.04.0㎡㎡㎡㎡／／／／人人人人

その他施設その他施設その他施設その他施設
56,623㎡
3.7％医療施設医療施設医療施設医療施設

38,632㎡
2.5％

産業振興施設産業振興施設産業振興施設産業振興施設
20,162㎡

1.3％

保健福祉施設保健福祉施設保健福祉施設保健福祉施設
    100,970㎡

6.5％

体育施設体育施設体育施設体育施設
120,959㎡

7.8％

観光レジャー施設観光レジャー施設観光レジャー施設観光レジャー施設
127,643㎡

8.3％

生涯学習文化施設生涯学習文化施設生涯学習文化施設生涯学習文化施設
140,672㎡

9.1％
行政施設行政施設行政施設行政施設
159,254㎡
10.3％

学校教育施設学校教育施設学校教育施設学校教育施設
 547,255㎡

35.5％

市営住宅等市営住宅等市営住宅等市営住宅等
    230,777㎡

15.0％

延延延延べべべべ床面積床面積床面積床面積はははは、、、、約約約約154154154154万万万万㎡㎡㎡㎡

施設分類別の延床面積では、学校教育
施設が約55万㎡と公共施設全体（約154

万㎡）の約36％となっています。

築築築築30303030年以上年以上年以上年以上はははは、、、、全体全体全体全体のののの44444444％％％％

これら市が保有する公共施設のうち、築
30年以上を経過する施設は、全体の半数
近く（44％）あり、施設の老朽化が進み、そ
の修繕や維持管理費等は、ますます増加
していくものと予想されます。○○○○○

多額多額多額多額のののの改修改修改修改修・・・・更新費用更新費用更新費用更新費用がががが必要必要必要必要

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営のためのためのためのため

今後、施設の大量更新時期を迎え、大
規模改修や建て替えに多額の費用が必
要となることから、将来にわたり、すべて
の公共施設を維持していくには、財政負
担の面で大きな課題があると言えます。

また、平成10年（1998年）の冬季オリン

ピックの開催に伴い、エムウェーブやビッ
グハットなど大規模な競技施設が建設さ
れ、さらに、平成17年、平成22年の合併

により旧町村の施設を引き継ぎました。○

人口減少や少子高齢化など社会情勢の
変化に伴い、持続可能な行財政運営を
行っていくためにも、公共施設の将来のあ
るべき姿を検討し、公共施設の「量」と「質」
の見直しが必要となっているものです。○

公共施設白書公共施設白書公共施設白書公共施設白書とはとはとはとは



２０４０２０４０２０４０２０４０年年年年のののの長野市人口長野市人口長野市人口長野市人口はははは約約約約３０３０３０３０....２２２２万人万人万人万人（（（（8888万人減少万人減少万人減少万人減少））））
高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率はははは２５２５２５２５％％％％からからからから３８３８３８３８％％％％へへへへ上昇上昇上昇上昇とととと予測予測予測予測

公共施設公共施設公共施設公共施設（（（（延床面積延床面積延床面積延床面積））））のののの４４４４４４４４％％％％はははは、、、、築築築築３０３０３０３０年以上経過年以上経過年以上経過年以上経過
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市 全 体

中山間地域

本市の将来推計人口について、総人口は今後減り続け、2040年（平成52年）には約30.2万
人となり、2010年（平成22年）と比較すると、約８万人（21％）減少すると予測され、老年人口は
増加するのに対し、生産年齢人口と年少人口は減少し、高齢化率はおよそ25％から38％へと
上昇する見込みです。特に中山間地域の人口は、右肩下がりに減少すると予測しています。
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万㎡

学校教育施設 生涯学習文化施設 観光・レジャー施設 産業振興施設 体育施設

保健・福祉施設 医療施設 行政施設 市営住宅 その他

１０１０１０１０年前年前年前年前２０２０２０２０年前年前年前年前３０３０３０３０年前年前年前年前

エムウェーブエムウェーブエムウェーブエムウェーブ市民病院市民病院市民病院市民病院

冬季冬季冬季冬季オリンピックオリンピックオリンピックオリンピック開催開催開催開催

公共施設の老朽化割合　４４％
（築30年以上経過）

昭和昭和昭和昭和41414141年年年年のののの大合併大合併大合併大合併

市では、高度経済成長期の急激な人口の増加に伴う行政需要の増大に対応するため、小
中学校や市営住宅などの整備を積極的に行ってきましたが、これらの施設は既に建築から
30年以上が経過し、今後、大規模な改修工事や全面的な改築が必要となります。

冬季オリンピック競技施設は、今後
12年～14年後に築30年を迎えること
になります。



今後４０年間に必要な公共施設今後４０年間に必要な公共施設今後４０年間に必要な公共施設今後４０年間に必要な公共施設（建物）の大規模改修・（建物）の大規模改修・（建物）の大規模改修・（建物）の大規模改修・
更新更新更新更新（建替え）（建替え）（建替え）（建替え）費用費用費用費用総額は総額は総額は総額は5,858億円億円億円億円と試算と試算と試算と試算
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更新更新更新更新（（（（建替建替建替建替ええええ））））

大規模改修大規模改修大規模改修大規模改修

既に大規模改修時期が
過ぎている積み残し分

　

　　　　公共施設公共施設公共施設公共施設にににに係係係係るるるる投資的経費投資的経費投資的経費投資的経費（（（（直近直近直近直近５５５５ヵヵヵヵ年平均年平均年平均年平均））））
　　　　

１１１１．．．．76767676倍倍倍倍

年

８３８３８３８３....1111億円億円億円億円

　

　　４０４０４０４０年間年間年間年間のののの改修改修改修改修・・・・更新費用総額更新費用総額更新費用総額更新費用総額　　　　　　　　５５５５，，，，８５８８５８８５８８５８億円億円億円億円
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１年年年年あたりのあたりのあたりのあたりの費用費用費用費用　　　　　　　　　　　　１４６１４６１４６１４６....５５５５億円億円億円億円

１０１０１０１０年後年後年後年後 ２０２０２０２０年後年後年後年後 ３０３０３０３０年後年後年後年後 ４０４０４０４０年後年後年後年後

インフラ（道路・橋りょう・上下水道管）のインフラ（道路・橋りょう・上下水道管）のインフラ（道路・橋りょう・上下水道管）のインフラ（道路・橋りょう・上下水道管）の更新費用更新費用更新費用更新費用総額は総額は総額は総額は
4,872億円億円億円億円と試算と試算と試算と試算

公共施設の建物について、今後40年間に必要となる改修・更新費用を試算した結果、その
総額は約5,858億円となりました。 40年間の平均では１年あたり約146.5億円となり、過去５
年間の公共施設に係る投資的経費実績の平均83.1億円の約1.8倍の予算が必要となります。
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橋りょう

道路

40年間更新費用総額　　1，５９７.6億円40年間更新費用総額　　1，５９７.6億円40年間更新費用総額　　1，５９７.6億円40年間更新費用総額　　1，５９７.6億円
1年平均額　　　　　　　　　　　３９.9億円1年平均額　　　　　　　　　　　３９.9億円1年平均額　　　　　　　　　　　３９.9億円1年平均額　　　　　　　　　　　３９.9億円

道路、橋りょうに係る投資的経費道路、橋りょうに係る投資的経費道路、橋りょうに係る投資的経費道路、橋りょうに係る投資的経費
過去５年間平均額　　　　３３億円過去５年間平均額　　　　３３億円過去５年間平均額　　　　３３億円過去５年間平均額　　　　３３億円

１．21倍１．21倍１．21倍１．21倍
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既耐用年数経過分（５年均等）

耐用年数４０年対応年度分

今後40年間の更新費用総額　1,835.0億円
1年平均額　　　　　　　　　　45.9億円
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整備年度不明分（耐用年数50年均等）

既耐用年数経過分（５年均等）

耐用年数５０年対応年度分

今後40年間の更新費用総額　1,439億円
1年平均額　　　　　　　　　　　　　　36億円

道路、橋りょうの40年間の更新費用
を試算した結果、総額は約1,598億円
となり、40年間の平均では、年間約40

億円となります。○○○○○○○○○これを過去５年間の
道路、橋りょうに係
る投資的経費実績
の平均33億円と比

べると、現状に対し
て約1.2倍の予算が
必要となります。○

上水道管の更新
費 用 の 総 額 は 約
1,835億円となり、

40年間の平均では年間約46億円となり

ます。下水道管の更新費用総額は約
1,439億円となり、40年間の平均では年
間約36億円となります。○○○○○○

道路・橋りょう

上水道管

下水道管

今ある施設をそ
のまま維持する
前提で試算



将来にわたり持続可能な行財政運営を行うために将来にわたり持続可能な行財政運営を行うために将来にわたり持続可能な行財政運営を行うために将来にわたり持続可能な行財政運営を行うために
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○市役所行政資料コーナー○市役所行政資料コーナー○市役所行政資料コーナー○市役所行政資料コーナー ○各支所・連絡所○各支所・連絡所○各支所・連絡所○各支所・連絡所 ○生涯学習センター○生涯学習センター○生涯学習センター○生涯学習センター

○長野図書館・南部図書館○長野図書館・南部図書館○長野図書館・南部図書館○長野図書館・南部図書館

「長野市公共施設白書の概要「長野市公共施設白書の概要「長野市公共施設白書の概要「長野市公共施設白書の概要 かわら版」かわら版」かわら版」かわら版」 編集・発行編集・発行編集・発行編集・発行 長野市総務部行政管理課長野市総務部行政管理課長野市総務部行政管理課長野市総務部行政管理課

〒380-8512 長野市大字鶴賀緑町1613番地 Tel：026-224-8402 E-mail：gyousei@city.nagano.lg.jp

公共施設の「量」と「質」の見直しへ公共施設の「量」と「質」の見直しへ公共施設の「量」と「質」の見直しへ公共施設の「量」と「質」の見直しへ

現在本市が所有しているすべての公共施設を将来にわたり維持し続けていくことは、財政負
担が大きく、非常に難しいと考えます。

その理由は、今後、施設の老朽化に伴う大規模改修や建替えに必要となる費用と道路・橋りょ
うなどのインフラ施設の更新費用が巨額であり、現状の投資的経費の規模を大きく上回ることと
なるためです。

さらに、人口の減少、少子高齢化の進展や生産年齢人口の減少により、将来の財政状況は、
市税等の自主財源の減少や扶助費など義務的経費の増大が予見され、公共施設の改修や更
新などの投資的経費に充当する財源の確保は、一層厳しさを増すものと想定されます。

この様な状況をしっかりと踏まえ、将来にわたり持続可能な行財政運営を基本としながら、公
共施設全体の最適化を実現するため、社会経済情勢や地域特性を考慮した施設の再配置（施
設の量と質の見直し）に向けた検討を進めていく必要があります。

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの「「「「質質質質」」」」のののの見直見直見直見直しししし

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの再編再編再編再編・・・・再配置再配置再配置再配置

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの「「「「量量量量」」」」のののの見直見直見直見直しししし

「将来にわたり真に必要な施設サービスで
あるか」について個々の施設の方向性を検討
し、施設の複合化、多機能化などにより効率

的な施設総量の縮小を図ります。

①①①① 公共施設サービスの適正化公共施設サービスの適正化公共施設サービスの適正化公共施設サービスの適正化

②②②② 施設の複合化、多機能化施設の複合化、多機能化施設の複合化、多機能化施設の複合化、多機能化

③③③③ 適正な利用者エリアの設定による適正な利用者エリアの設定による適正な利用者エリアの設定による適正な利用者エリアの設定による

施設の再配置施設の再配置施設の再配置施設の再配置

①①①① 施設の長寿命化と計画的な保全整備施設の長寿命化と計画的な保全整備施設の長寿命化と計画的な保全整備施設の長寿命化と計画的な保全整備

③③③③ 民間活力の導入民間活力の導入民間活力の導入民間活力の導入

公共施設の再編・再配置は、行財政運営の効率化という観点はもとより、将来の長野市
のまちづくりを念頭に置き、将来世代に負担を先送りすることなく、より良い資産を次世代に
引き継いでいくために、市民の皆さんのご理解を得ながら進めていきたいと考えます。

公共施設白書公共施設白書公共施設白書公共施設白書のののの作成作成作成作成はははは、、、、見直見直見直見直しししし検討検討検討検討にににに向向向向けてのけてのけてのけての「「「「第第第第１１１１ステップステップステップステップ」」」」

次の第２ステップとして、公共施設白書のデータを基に、十分な検討を重ね、個別施設の
対応方向を明らかにするとともに、全庁的な公共施設マネジメントの指針を策定し、合わせ
てマネジメントの推進体制を整備する予定です。また、第３ステップでは、市全体の公共施設
の再配置計画や長寿命化計画を策定する予定としています。○○○○○○○○○○○○

今後も継続して保有する公共施設の安全性
を確保しながら、できるだけ長く使い続けてい
くため、計画的に施設の予防保全整備を行っ
ていく必要があります。

②②②② 施設の維持管理の効率化施設の維持管理の効率化施設の維持管理の効率化施設の維持管理の効率化


